Comparative consideration of concept between Japanese and English terms in the cataloguing rules and logics of identifying process in each language. by 西澤 秀正
目録規則の用語からみた日英語の語義
の相違または日英語の論理について

















































































例 詩集 幻象 / 草野心平著

























































































































































































































































































































































tion,C1981(日本語訳.上田修一 [はか]訳 ｢目録と分頬｣)によると, ｢ア
ルファベット順あるいは辞書体日録では,記入は主題間の関連によらず,アル
ファベット順に排列されている｡この形態は,19世紀の後期に導入され,それ
以来米国の図書館における主要な目録排列形態となっている｡｣と述べている｡
ここでいうアルファベット順目録とは,著者名,書名のいずれでもアルファベッ
ト順で検索できるようにした目録のことである｡すなわち,著者目録と書名目
録を一本にした複合型目録のことである｡米国では,かような複合型目録と,
さらに件名目録をも合体されている辞書体目録とが主流をなしている｡これに
対して,わが国の図書館は,個別型目録形態が主流をなしている｡このことも,
日本人が事物,概念を個別的に判断しがちであることと,深くかかりあいをもっ
ているものと考えられる｡
前述のLM.Chanのいう"主題間の関連による目録"とは,主題を体系順す
なわち分類順に構成される分校目録のことである.これに対して,主題の言葉
を音順に排列した目録は件名目録といわれる｡
以上の主題による目録においては,わが国では分類目録が編成され,また愛
用されている｡これに対して,米国では件名目録が編成され,重用されている｡
わが国で分類日録が好まれる所以は,やはり事物,概念を区分し,個別化す
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る思考方式が得意であるからではないかと考えられる｡すなわち,涜符的論理
方式を得手としているからであると考えられる｡これに対して,西欧人は,事
物,概念の認識において,類似したものを集めて統合していく帰納的推理方式
を得手としているからであると考えられる｡住所の表示において,その発想,
語順が日欧人の間では,全く逆であることからも,うかがうことができる｡
｢4｣節で,英語の i`dentify"を日本では,"識別する"と訳されている
場合の多いことを述べたが,この"識別する"という論理方式は,涜梓的論理
方式と相通ずるものがあると考えられる｡日本語の"識別 "なる語と英語の
"classification"とは,語義において,相通ずるものがあると考えられる｡
日欧人の事物,概念の認識に対する論理方式の相違は,結局は,日本と西欧
の文化の型の相違に淵源するものと考えられる｡
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